

















































































































































































































































































































































































































































































左図 其一（88） 其二（40） 其三（24）
自　由 3 9 4
死 0 3 4
殺 0 4 5
自由歌（3作品を88行と見倣した場合）
右図 其一 其二 其三
自　由 3 20 15
死 0 7 15
殺 0 9 18
????1
??? ????????
其一（88）其二（40）其二（24）
???
其一　　其二　　其三
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　以上，左図が数をそのままおいた場合，右図が同じ行数として考えた場合
となります。「自由」そのものよりも世界の革命の歴史と，自由が万民のた
めのものであり，少数の治世者のためのものではないことを歌い上げた其一，
アメリカ独立革命に感激し，民を鼓舞するかのように自由の為には死をも厭
わずと，作者自身の信念を高らかに歌い上げた其二。そして迫り来る官憲の
影に歯を喰いしばって自由を主張し，読む者の胸に迫る其三。
　植木がここまで追い詰められた背景には，3年前の1884年9月には加波
山事件が，11月には秩父困民党が一斉蜂起したこともあり，自由思想と反
政府運動があいまって，体制維持を脅かされた政府の姿勢が恐怖から硬化し，
自由思想家に対する弾圧が徐々に厳しくなったことが挙げられます。列国と
の条約改正に対する政府の弱腰に反発した民権家たちが，1887年10月に
「三大事件建白書」を元老院に提出した同じ月に「自由詩林」が刊行された
という事実があります。民権運動家としての自分が捕らえられるのではない
かという想いが常に付きまとっていたと思われます。
おわりに
　自由の意味には，元来自由な解放された状態にあるFreedomと束縛から
の自由を表すLibertyがあります。広辞苑で「自由」を引くと［②（free－
dom；　liberty）一eeu9’ごぱ，貰二任をもって何かをすることに障害（束縛・強
勧などフがないこと。自β躰ま一定の蕨提条件の上で成立しているか6，無条
件的な絶対のβ座1ぱ入勘忙はない。自宙ぱ，障害となる条件の絵去・緩初に
よっで拡大するから，百砂のために自撚砂・社会的案件を変革することは宮
宙の鰍である。この意味での身宙ぱ，勘然・社会の法耳〃の認識を耀じて実
現されるノと書かれており，この自由の意味から考えると，我々人間はより
良い環境と生活を求めて自由を如何にして増大させるかに適進してきたよう
に思えます。地球上の全ての人間に同様の前提条件が与えられることが望ま
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しいことです。各国各地域が如何にして争いを収拾し，自然を尊重し，各人
各国がお互いに助け合い，如何に前提条件を同じ程度まで近づけるかが人類
の課題であると考えます。「自由」を追求することは，同時に文化を獲得す
ることにも繋がるのだという信念を持ち，希望を抱いてこれからも「自由」
という主題について研究していきたいと考えております。
　　　　　　　　　　　　　　　　《注》
1）　「荘子1」森美樹三郎訳，中央公論新社，東京，2001，pp．42－43，　p．41に日本
　語読み本文：
　　二．可を可とし，不可を不可となす。道は之を行きて成り，物は之を謂いて然
　　　りとす。悪くにか然りとするや。然りを然りとす。悪くにか然らずとするや。
　　　然らざるを然らずとす。物は固より然りとする所あり，物は固より可とする
　　　所あり。物として然らざるは無く，物として可ならざるは無し。故に是れが
　　　為に，莚と櫨，属と西施，恢憶と橘怪とを挙ぐるに，道は通じて一為り。
　　　　其の分かるるは，成るなり。其の成るは，殿つなり。凡そ物は，成ると殿
　　　つと無く，復通じて一為り。唯，達者のみ，通じて一為るを知る。是れが為
　　　に，用いずして，諸を庸に寓す。庸なる者は用なり。用なる者は通なり。通
　　　なる者は得なり。適たま得て，幾し。是に因る巳。巳にして其の然るを知ら
　　　ず，之を道と謂う。
2）「実存主義とはなにかL　’Existentinlisme　est　un　Humsnisme」サルトル（Jean－
　Paul　Sartre）全集第十三巻，伊吹武彦訳，人文書院S30，東京，私蔵本は昭和49
　年版，pp．63－65．
3）　「荘子古代中国の実存主義」，福永光司著，中公新書36，中央公論社，1964，東
　京。
4）　「荘子ll」森美樹三郎訳，中央公論社，2001，東京，　pp．269－271．　p．268－269に
　日本語読み本文
　　　大公調曰く「鶏鳴狗吠は是れ人の知る所なるも，大知を有すと錐も，言を以っ
　　て其の自ずから化する所を読むこと能わず。又以って其の将に為さんとする所
　　を意うこと能わず。斯きて之を析かたば，精は倫い無きに至り，大は囲む可か
　　らざるに至らん。以下略。
5）3）に同じ。1990年版。p．131，
6）　「自由論」J．S．ミル著，塩尻公明・木村健康訳，岩波文庫，34－116－6，岩波書
　店，1976，東京。
7）　「世界の名著27」ロック，ヒューム，責任編集：大槻春彦中央公論社，S．47
　東京，p．357，
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8）　「第二の性」1事実と神話，ボーヴォワール，井上たか子・木村信子訳，新潮
　社，1997，東京，p．342．
9）　同上。p．91．
10）　2）に同じ。S49。　pp．29－30．
11）「植木枝盛集第一巻　民権自由論他，岩波書店，1990，東京，pp．279－317．
12）　同上，pp．12－13．
13）　Give　me　liberty　or　give　me　death！
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